
目標値 算出根拠資料 

基本方針１ 子どもの体力向上とスポーツ活動の推進 

○新体力テストの成績 

Ｒ１ 小学５年生 男子 54.68 点 女子 55.50 点 

⇓ 

Ｒ７ 男女とも全国平均点を上回る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○運動（やスポーツ）をすることが好きな子どもの割合 

Ｒ１ 小学５年生 男子６９．３％ 女子５２．７％ 

⇓ 

Ｒ７ 男女とも全国平均点を上回る 

 

【小学校５年生 男子】 

 

 

 

【小学校５年生 女子】 

 

 

 

 

 

別紙２ 

【目標の設定根拠】 
・年度によりばらつきがあるが、常時全国を上回ることを目指す。 

【目標の設定根拠】 
・年度によりばらつきがあるが、常時全国を上回ることを目指す。 



目標値 算出根拠資料 

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進 

○成人（20 歳以上）の週 1 回 30 分以上のスポーツ実施率（全体） 

Ｒ１ ５６．０％⇒Ｒ７ ６５％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○成人（20 歳以上）の週 1 回 30 分以上のスポーツ実施率（年齢層別） 

 Ｒ１  ２０歳代５２．９％ ３０歳代４４．２％ ４０歳代５２．５％ 

５０歳代５３．２％ ６０歳代５８．５％ ７０歳代７１．１％ 

８０歳以上５５．７％ 

 Ｒ７  ６０歳代以下６５．０％ ７０歳代以上（現状維持） 

 

 

 

 

 

 

【目標の設定根拠】 
・70 歳代は既に高い数値であるため現状維持。 
・80 歳代はこれ以上数値を向上させることは困難であることから現状維持。 
・他の年齢層は全体の実施率目標と同じに設定 

【目標の設定根拠】 
・国のスポーツ推進計画および、草津市第６次総合計画と当該指標を用いている
ため、連携ができる。 
・ハードルの高い目標であるが、国スポ・障スポや東京オリパラといった大規模
大会の開催でスポーツに対する機運が高まる中、ＹＭＩＴアリーナ（くさつシテ
ィアリーナ）や（仮称）草津市立プール等スポーツ施設の新設・整備により運動
の場や機会を創出し、各種施策や運動することの意義の周知啓発など、様々な施
策が融合した効果として、スポーツ実施率が最適と考えられる。 



目標値 算出根拠資料 

基本方針３ 競技スポーツの推進 

○滋賀県民体育大会における草津市の総合得点 

Ｒ１ ５７．８３点（県５位）⇒Ｒ７ ６５．００点（県３位） 

 

 

 

 

 

 【参考】H29～R1 の 3 か年平均 

1 位：109.83 点（大津市） 

2 位：80.05 点（彦根市） 

3 位：63.78 点（東近江市） 

 

 

 

 

 

○激励金の交付件数（全国大会の出場者数） 

 

 

 

 

 

○中学校運動部活動全国大会派遣件数 

 令和元年度 ３件（３９人） 

 

⇒Ｒ１ ８９件（５０８人）⇒Ｒ７ １００件（６００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標の設定根拠】 
・現行計画と同じ目標指針ではあるが、数値を実現可能性の高い数値（県内３位）に設定。 
・目標値として、県３位相当となる６５～７０点が妥当であると判断。 

【目標の設定根拠】 
・激励金の実績交付件数としては、微増傾向にある。(H28 比較で 1.16 倍) 
・激励金の交付件数および中学校運動部活動全国大会派遣件数の合算値により算出。 
・件数・人数ともに現状値を 1.16 倍にて算出 



目標値 算出根拠資料 

基本方針４ スポーツ環境の充実 

○社会体育施設等の利用者満足度 

Ｒ１ 3.61 ポイント（５ポイント満点）⇒Ｒ７ 4.00 ポイント 

 

 

 

 

 

○市内のスポーツ施設等の利用者数 

Ｒ１ ６８２，１７１人⇒Ｒ７ ８００，０００人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標の設定根拠】 
・不満/やや不満/普通/ほぼ満足/非常に満足/の順に点数が１点～５点とつけられており、 
平均４点の「ほぼ満足」を目指す。 

【目標の設定根拠】 
・（仮称）草津市立プール整備基本計画における年間利用者数６９，０００人（見込み） 
・国スポ・障スポ等スポーツに対する機運の高まりや、YMIT アリーナやプールの整備によ
るにぎわい創出の観点から 
（現状値）    （仮称）草津市立プール   

６８２，１７１人 ＋ ６９，０００人   ＝７５１，１７１人 
                         ↓機運の高まり等 

＝８００，０００人 



目標値 算出根拠資料 

基本方針５ スポーツによる地域の活性化 

○広域的なスポーツイベントの参加者数 

Ｒ１ ９，１５０人／年 ⇒ Ｒ７ ３０，０００人／年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○国スポ・障スポ滋賀大会参加者数（選手・監督、大会関係者、観戦者） 

Ｒ１   －  人 ⇒ Ｒ７ ５０，０００人 

 

◇設定根拠 

 茨城国体（令和元年）および福井国体・大会（平成３０年）における参加者数の実績 

 選手・監督 大会関係者 観覧者 合計 

茨城国体 4,119 人 5,473 人 29,202 人 38,794 人 

福井国体・大会 3,534 人 5,043 人 23,535 人 32,112 人 

 ※本市開催競技の実績 

 ※大会関係者とは、大会役員や競技役員、係員のほか、ボランティア等も含む 

 ※参加者数は延べ人数 


